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1. はじめに

　現在コンピュータの世界は 3つの大きな変曲点を迎えよ
うとしている。1つ目は米国のクイズ番組における自然言
語での質問応答システムを実現したWatson。これはコン
ピュータと人間の間に存在していたひとつの大きな壁で
あった「言語」と「判断」において，コンピュータが人間
に歩み寄る形でコグニティブ・コンピューティング時代の
到来を示す大きなブレークスルーとなった。2つ目はイン
ターネット，ソーシャル・メディア，スマート・デバイ
ス，各種センサがもたらす世界規模の情報量の著しい増
大。このビッグ・データを処理し，活用することで，より
高度なサービスの提供が可能になることが広く理解され
た。3つ目は半導体の微細化の物理限界。過去数十年にわ
たってスケーリング則にしたがって継続してきた現在の半
導体の微細化技術がまもなく物理的限界に到達する。
　われわれを取り巻くこれらの大きな変化の中で，増大し
続ける大量のデータを高度に処理するためにはコンピュー
ティング・パワーを引き続き向上するための技術開発に注
力する必要がある。
　本稿では，今まさに到来しつつある新しいコグニティ
ブ・コンピューティングの時代において，それを取り巻く
環境，市場ニーズとその実現を支えるコンピュータのハー
ドウエアの次世代コア技術について解説する。

2. コグニティブ・コンピューティングと質問応答シ
ステム「Watson」1)

　長い歴史を持つコンピューティングの世代は 3つの世代
に分類できる。第 1世代のコンピュータはデータを数える
ための計算機として誕生し，第 2世代では OSやソフトウ
エアが作られ，プログラムによって動くコンピュータへと
進化してきた。そして今，コンピュータ自身が学習する第
3世代へと移ろうとしている。
　本稿で定義されるコグニティブ・コンピューティングと
は，この第 3世代に相当するものである。

　米国のクイズ番組に挑戦した IBMの質問応答システム
「Watson」（図 1）はインターネットには接続されていない
自己完結システムで，その内部に約 100万冊の本を読むの
に相当する自然言語でかかれた情報を記録した総メモリ 15 
TBと総プロセッサコア数 2,880個で構成されるラック 10本
分からなるコンピュータで，200 kWの電力を必要とする。
この電力は人間の脳の約 1万倍の消費電力に相当するが，
出題された問題を即座に解釈し，メモリ内の情報から分析
を行い，短時間で最も適した解答を導き出す質問応答シス
テムである。
　Watsonは，自然言語で記述されたさまざまなジャンルの
難解な問題を理解し，その質問に含まれる微妙な意味，風
刺や謎掛けなどの複雑な要素の分析をする。このために，
Watsonのシステムとソフトウエアは，リアルタイムで情報
を分析しながら莫大な量の並列タスクとデータを処理する
という特殊な要求をみたすために新たに開発された技術が
数多く取り入れられたものであり，非構造データ分析，自
然言語処理，ワークロード最適化システムの設計分野と
いった専門技術分野を前進させた。これらのWatsonで培わ
れた技術により，今後より迅速で正確な医療診断支援，潜
在的な薬物相互作用の検査，弁護士や裁判官による過去の
判例の参照，金融分野の仮説シナリオと法令順守などさま
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図 1.　質問応答システム「Watson」


